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＜ 社内報アーカイブス・エポック関連 経営編 ＞ 

～ 今回の企画の背景 ～ 

 社内報アーカイブスの最後となる９月は「エポック関連・経営編」としたもの

の、その対象は広範囲にわたり、選出候補記事も多かったため、初回（７月）高

柳先生関連や前回（８月）技術開発・新商品関連の時よりも大変な作業でした。 

改めて所有している社内報（昭和 47年入社～平成 14年早期退職まで）をすべ

て見直していくと、高柳先生関連の記事で数件の漏れがあることが分かりまし

た。またミスターＶＨＳ・高野さん関連の記事も多数に及ぶため、今回の経営編

で「高野さん関連と高柳先生関連」を別途【追加】として掲載させていただきま

す。 

経営編については、技術開発・新商品関連の時よりも判断基準が非常に難しい

こと、また対象範囲も技術・商品関係以外のエポックすべてとなるため、最初に

ピックアップした記事数は何と５０件を超えてしまいました。そこで、記事リス

ト作製段階でフォーマット上の制約から全体で３０件と決め、全社的に重要と思

われるものを吟味しました。最終的に絞り込む条件としては、経営トップ人事、

大きな組織変更、全社的な運動・施策、風土改革、ＰＲ施設等を優先し、国内及

び海外の工場・事業所・現地法人、関連会社、ソフト・システム・部品・メディ

ア関係に関するものは一部のみとさせていただきました。結果としては、時代毎

のバランスも考慮したものの多少の偏りやバラつきも出てしまいました。 

以上の背景や経緯をご理解いただき、これまで以上に私（西郷）の独断と偏見

で総数３０件とさせていただいたことを何卒ご了解ください。 

今回、初めに選出した約５０件の記事から最後は３０件に絞り込みましたが、

その中でも捨て難い記事だったのは、百瀬会長や徳光副社長の厳しくも説得力の

あるお話、松野社長が取り組まれた社内風土改革でした。また経営関連とは異な

りますが、男子バレーボール部や岩井工場・女子ハンドボール部の大活躍も企業

ＰＲという面で取り上げました。他にも残念ながらいくつかの記事を切り捨てて

しまったことが本当に心残りです。逆に何としても入れたかったのは２９番目の

「麻倉怜士先生の講演」で、紙面スペースがなく小さな記事ですが、本音は１面

トップにしたかったので、勝手ながら私の独断で入れさせていただきました。 

限られたスペースですが、今回の記事「経営編 ３０件」を振り返って見てい

ただければ、昭和時代の途中からですが日本ビクターの歩みが経営の縮図として

懐かしく思い出されるのではないでしょうか。 

2015年（H27）9月  西郷 治男 



2015.8.26

NO. 西暦 年　月　日 発行NO. 面(頁) タ　イ　ト　ル

1 1972 大和 S47.8 220 ｸﾞﾗﾋﾞｱ 盛大だった創立披露､ビクター音楽産業株式会社

2 1973 S48. 6. 1 106 5 ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ､迅速回答15分以内､お客様第一主義さらに前進

3 1973 S48. 7.16 109 3 昭和47年度改善提案1人当たり日本一､全員のヤル気です

4 1973 S48.11. 1 116 1 経営陣に大幅な異動､新社長に松野氏､徳光常務は副社長に内定

5 1973 S48.12. 1 118 1 経営新体制スタート、大和一致で新風まき起こそう

6 1974 S49. 4.11 127 1 音楽は心のシャワー､最新技術を集めてミュージックプラザ（VMP）

7 1976 S51. 3.16 178 1 販売体制さらに一歩進む､独立会社9ｶ所に設立

8 1976 S51.12. 1 194 1 デコマス 新ビクターマークを採用､企業イメージの統一へ

9 1977 S52. 3.16 200 4-5 50周年―施策いろいろ、記念論文､ﾃﾞｺﾏｽ､社史､緑化計画､その他

10 1977 S52. 4. 1 201 4-5 経営戦略のためのﾃﾞｻﾞｲﾝ統合､ﾃﾞｺﾏｽ実施､3年間ですべて切り替え

11 1977 S52. 9.16 211 1 はれて創立50周年、松野社長挨拶、松下相談役ﾒｯｾｰｼﾞ

12 1977 S52.11. 1 214 4-5 ﾋﾞｸﾀｰﾋﾞﾃﾞｵｾﾝﾀｰＶＩＣ はなやかにｵｰﾌﾟﾝ､盛り沢山の催事 展即会

13 1978 S53. 8.12 231 4-5 がんばれ　ヨコヨコ　（松野社長提唱「ヨコヨコ運動」の事例紹介）

14 1979 S54. 7. 1 251 1 松野会長、宍道社長、新体制スタート

15 1981 S56. 3.16 287 1 拡大へ各部門がGO､生販それぞれ責任果たそう

16 1982 S57. 3. 1 307 4-5 みんなで「ポパイ（Popeye）」しよう、創造の風土づくりに

17 1982 S57. 5.13 311 1 好業績におごらず新たな行動を、56年度決算発表

18 1984 S59.10. 1 359 8 一つの企業の二つのマーク、VICTOR（国内）/JVC（海外）

19 1986 S61. 5.10 391 1 トップ人事を内定、垣木専務が社長に

20 1986 S61. 6. 1 392 1 役員人事を内定、高野専務が副社長、金子取締役が常務など

21 1988 S63.11.16 442 1 ﾋﾞｸﾀｰﾋﾞﾙが完成､先端的なｼｮｰﾙｰﾑ　28'SGINZA開く

22 1990 H 2. 5.10 473 1 トップ人事を内定、垣木社長が会長､坊上副社長が社長に

23 1992 H 4. 2.16 507 1 全社を変える大幅組織改革､大企業病の根を断ち活力ある体質へ

24 1993 H 5. 4.20 531 1 ビクターエンタテインメントが発足（音産と日本AVCが4/1合併）

25 1994 H 6. 6. 1 545 1 新経営体制決まる、新社長に守随武雄氏が内定

26 1997 H 9. 7.15 603 4-5 V70社員参加ｲﾍﾞﾝﾄ､あなたはいくつ参加？全員でﾁｬﾚﾝｼﾞしましょう

27 1998 H10.10.15 629 4-5 グローバルに拡がるJVCグループのホームページ

28 2000 H12. 3.25 651 1 目指せ！ｽﾋﾟｰﾄﾞ経営､4月から7つのｶﾝﾊﾟﾆｰ発足（国内4､海外3）

29 2001 H13. 2.15 664 2 麻倉怜士氏講演会　ビクターの強みは「人を感動させる力」

30 2001 H13. 5.15 667 1 新たな経営体制決まる、次期社長に寺田顧問が内定

10/26､新社長は松下電器常務･松野幸吉氏、現経営陣は取締役に内定

4/22発表、宍道社長は会長に、松野会長は相談役に内定

5/12､取締役会で高野専務が副社長他の役員人事内定、6/18正式決定

4/26発表､坊上副社長（平2年就任）が次期社長､高野副社長は監査役に

昭31全社改善提案ｺﾝｸｰﾙ以来26年の活動の歩み､新たなPopeye運動

創立50周年を機に昭52.4月から犬ﾏｰｸは周囲の○を取った新ﾛｺﾞに変更

松野会長は会社を支え､宍道社長は衆知経営､徳光副社長は取締役に

11/19取締役会で松野社長と徳光副社長の抱負､北野前社長退任挨拶

高田馬場に開設､新ﾀｲﾌﾟｼｮｰﾙｰﾑ概要､ｵｰﾙﾋﾞｸﾀｰの総力結集（7月完成）

昭50.10月の北海道ﾋﾞｸﾀｰ､九州ﾋﾞｸﾀｰに続き、9か所の営業所が独社移行

昭42事業部制以来､25年ぶり機構改編、事業分野明確化と本社ｽﾘﾑ化

4/1から段階的実施､ﾏﾆｭｱﾙで詳細規定､新ﾛｺﾞ社名で新たなｲﾒｰｼﾞ戦略

4.1よりｶﾝﾊﾟﾆｰ制導入、組織と狙い､本社・ｶﾝﾊﾟﾆｰの責任・権限･機能

4/26発表､次期社長に寺田顧問（平12就任）、守随社長は顧問に

70周年事業の対外的行事の他､従業員･家族向け社員参加ｲﾍﾞﾝﾄを実施

ﾋﾞｸﾀｰ、VE､海外現法各社のHP紹介､現状のｱｸｾｽ数やﾘﾆｭｰｱﾙの概要

1/29､21世紀のﾋﾞｸﾀｰの進路のﾃｰﾏで現状の課題と今後の方向性を示唆

エポック関係 社内報　記事リスト（３）　＜ ビクター社内報　経営編 ＞

記　事　内　容

昭47.6ﾋﾞｸﾀｰ音産創立披露ﾊﾟｰﾃｨｰ、今は見られないﾆｯﾊﾟｰ犬の氷彫刻

5/24発表、次期社長に守随氏（松下取締役）、坊上社長は相談役に

52年度は50周年、形式より実質を重視した記念論文等の各施策を紹介

各工場部の生産体制拡大状況（水戸､岩井､伊勢崎､藤枝､八王子など）

消費者志向の一環で本社5階ｼｮｰﾙｰﾑに設置､6/1から業務開始

※記事ピックアップは懐かしい横浜文化体育館の式典の写真のため

10/17､旧虎ノ門ｼｮｰﾙｰﾑにVICがｵｰﾌﾟﾝ､ﾋﾞﾃﾞｵの面白さを知ってもらう

ﾋﾞﾃﾞｵ；全社の力､ｲﾝﾃﾘｱ；ﾃﾞｻﾞｲﾝ部と連携､白黒ﾃﾚﾋﾞ；ラ録のﾉｳﾊｳ提供

5/7､過去最高実績（売上4943億円､経常利益490億円）､強い商品が貢献

国内は犬のﾏｰｸ；VICTOR､海外はJVCで、従来のNIVICO外すをｱﾋﾟｰﾙ

ﾋﾞｸﾀｰゆかりの地である新橋にｵｰﾌﾟﾝ､地上9階地下1階で銀座の新名所

制作､販売の一体化で環境変化に対応した総合ソフト会社としてｽﾀｰﾄ

HR協会調査で1人当たり件数全国第1位､全従業員の積極的意欲の表れ



2015.8.26

NO. 西暦 年　月　日 発行NO. 面(頁) タ　イ　ト　ル

1 1973 大和 S48.2 226 ｸﾞﾗﾋﾞｱ 「良い商品は良い人間が作る」　中国電視工業考察団も感心

2 1980 S55. 8.10 274 7 高柳先生をたたえ旧浜松高工（現静岡大学工学部）跡に記念碑 7/7､当時研究室だった現西部公民館に先生の功績たたえ記念碑建立

3 1986 S61.11. 1 401 6 経営者、大学教授のみなさんに高柳先生が講演

4 1987 S62. 8.10 416 1 高柳健次郎先生がアラバマ大学特別名誉教授に

5 2003 H15. 1. 9 688 4 ﾃﾚﾋﾞ放送開始に挑んだ技術者たちの物語（NHK「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄX」収録）

6 2003 H15. 2.15 690 8 高柳ｲｽﾞﾑを見つめ直す絶好の機会！「燃える魂」序編の必読を

1 1974 S49. 2.16 123 1 「価値あるﾋﾞﾃﾞｵに」業界初ﾋﾞﾃﾞｵ紙合同記者会見　（高野（ﾋﾞ事）長）

2 1979 S54.10.16 257 4-5 従来のｶﾗを超えた意識改革と構造改革、ﾋﾞﾃﾞｵに新たな目標を

3 1992 H 4. 1.25 506 2 高野常任監査役が死去、VHSの事業化に不滅の功績

4 1992 H 4. 3. 1 508 2 VHSの父に最後のお別れ、高野常任監査役社葬に1400人

5 1992 H 4. 3.16 509 2 故･高野常任監査役に従五位勲3等瑞宝章授与

6 2000 H12. 3.25 651 4 「プロジェクトX」放送日4/4、執念の逆転劇・VHSﾋﾞﾃﾞｵの誕生

7 2000 H12. 4.15 652 12 「プロジェクトX」大反響！速報　（社外/社内の視聴後感想）

8 2000 H12. 5.15 653 8 「プロジェクトX」大反響！続報（前号に続き）、ﾋﾞｸﾀｰﾌｧﾝになりました

9 2002 H14. 6.15 681 3 映画｢陽はまた昇る｣いよいよ6/15全国公開､感動の輪を拡げよう

＜追加＞　　高柳先生関係

前号に続いて掲載、続々と寄せられた感想や反響の中から一部を紹介

故高野元副社長がモデルのVHS開発ｽﾄｰﾘｰ､感動の試写会風景

高野（ﾋﾞ事）長はVHS3年目に新たな目標と80年代にかけるロマンを語る

1/19､前副社長高野さんが東京都内の病院で死去、68才

2/18､青山葬儀所で高野さん社葬、各界から最後の別れ

3/4､科学技術庁で伝達式が行われ智恵子夫人に授与

NHK-TV人気番組の第2回目放送は高野さん中心のVHS開発の感動ﾄﾞﾗﾏ

4/4放送後、電話などで寄せられた社外/社外の感想や反響の一部紹介

エポック関係 社内報　記事リスト（３）　＜ ビクター社内報　【追加】　＞

記　事　内　容

＜追加＞　　高野さん関係

2/12､記者を前に「ﾋﾞﾃﾞｵの利用価値を拡げﾋﾞﾃﾞｵ産業確立に努力したい」

昭47.11中国ﾃﾚﾋﾞ工業視察団が岩井工場見学、高柳副社長も工程説明

10/14､音研で実践経営学会75名に苦難の研究やﾁｬﾚﾝｼﾞ精神を講演

久里浜高柳記念ﾎｰﾙでﾞ副学長より高柳先生に称号額､記念ﾒﾀﾞﾙ授与

宍道元社長他ｹﾞｽﾄ出演者で12月中旬、NHKでスタジオ収録､1/28放映

75周年記念「燃える魂」序編高柳先生紹介をPR､ｲﾝﾄﾗ社内報にも掲載



大和-1 
発行月日：1972年 S47.8
発行NO.：220  グラビア

タイトル 「盛大だった創立披露､ビクター音楽産業株式会社」
記事内容 「昭47.6 ビクター音産創立披露パーティー、

今は見られないニッパー犬の氷彫刻」
その1



ニッパー
の氷彫刻

その2



タイトル
「ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ､迅速
回答15分以内､お客
様第一主義さらに前
進」

記事内容
「消費者志向の一環で
本社5階ｼｮｰﾙｰﾑに設
置､6/1から業務開始」

ビクター時報-2  
発行月日

：1973 年
S48.6.1

発行NO.：106
面（頁）：５



タイトル
「昭和47年度
改善提案1人
当たり日本一､
全員のヤル気
です」

記事内容
「HR協会調
査で1人当た
り件数全国第
1位､全従業員
の積極的意欲
の表れ」

ビクター時報-3 
発行月日

：1973年
S48.7.16

発行NO.：109
面（頁）：３



ビクター時報-4 
発行月日：1973年 S48.11.1
発行NO.：116 面（頁）：1

タイトル
「経営陣に大幅な異動､新社長に松野氏､徳光常務は副社長に内定」
記事内容
「10/26､新社長は松下電器常務･松野幸吉氏、現経営陣は取締役に内定」



タイトル
「経営新体制スタート、大和一致で
新風まき起こそう」

記事内容
「11/19取締役会で松野社長と徳光
副社長の抱負､北野前社長退任挨拶」

ビクター時報-5 
発行月日：1973年 S48.12.1
発行NO.：118       
面（頁）：1



タイトル
「音楽は心の
シャワー､最新
技術を集めて
ミュージック
プラザ
（VMP）」

記事内容
「高田馬場に
開設､新ﾀｲﾌﾟ
ｼｮｰﾙｰﾑ概要､ｵｰ
ﾙﾋﾞｸﾀｰの総力
結集（7月完
成）」

ﾋﾞｸﾀｰ時報-6 

発行月日
：1974年

S49.4.11
発行NO.127

面（頁）：１



ビクター時報-7
発行月日
：1976年 S51.3.16

発行NO.：178
面（頁）：1

タイトル
「販売体制さらに一歩進む､

独立会社9ｶ所に設立」

記事内容
「昭50.10月の北海道ﾋﾞｸﾀｰ､

九州ﾋﾞｸﾀｰに続き、
9か所の営業所が独社移行」



タイトル
「デコマス 新ビク
ターマークを採用､
企業イメージの統一
へ」

記事内容
「創立50周年を機に
昭52.4月から犬マー
クは周囲の○を取っ
た新ロゴに変更」

ビクター時報-8 
発行月日：1976年

S51.12.1
発行NO.：194 
面（頁）：1



ビクター時報
-9 

発行月日：
1977年
S52.3.16

発行NO.：
200

面（頁）：
4-5

タイトル
「50周年－
施策いろい
ろ、記念論
文､ﾃﾞｺﾏｽ､
社史､緑化
計画､その
他」

記事内容
「52年度
は50周年、
形式より実
質を重視し
た記念論文
等の各施策
を紹介」



タイトル
「経営戦略のためのﾃﾞｻﾞｲﾝ統合､
ﾃﾞｺﾏｽ実施､3年間ですべて切り替
え」

記事内容
「4/1から段階的実施､ﾏﾆｭｱﾙで詳
細規定､新ﾛｺﾞ社名で新たなｲﾒｰｼﾞ
戦略」

ビクター時報-10 
発行月日：1977年 S52.4.1
発行NO.：201
面（頁）：4-5



タイトル
「はれて創立50
周年、松野社長
挨拶、松下相談
役ﾒｯｾｰｼﾞ」

記事内容
「※記事ピック
アップは懐かし
い横浜文化体育
館の式典の写真
のため」

ビクター時報-11 

発行月日
：1977年

S52.9.16

発行
NO.：211

面（頁）：1



そ
の
1

そ
の
1

タイトル 「ﾋﾞｸﾀｰﾋﾞﾃﾞｵｾﾝﾀｰＶＩＣ はなやかに
ｵｰﾌﾟﾝ､盛り沢山の催事 展即会」

記事内容 「10/17､旧虎ノ門ｼｮｰﾙｰﾑにVICが
ｵｰﾌﾟﾝ､ﾋﾞﾃﾞｵの面白さを知ってもらう」

ビクター時報-12 
発行月日：1977年

S52.11.1
発行NO.：214  
面（頁）：4-5



そ
の
2



ビクター時報-13 
発行月日：1978 
S53 .8.12  
発行NO.：231 
面（頁）：4-5

タイトル
「がんばれ ヨコヨコ（松野
社長提唱「ヨコヨコ運動」
の事例紹介）」

記事内容
「ビデオ；全社の力､インテ
リア；デザイン部と連携､
白黒テレビ；ラ録のノウ
ハウ提供」



ビクター時
報-14 

発行月日
：1979年

S54.7.1

発行NO.：
251

面（頁）：
1

タイトル
「松野会
長、宍道
社長、新
体制ス
タート」

記事内容
「松野会
長は会社
を支え､宍
道社長は
衆知経営､
徳光副社
長は取締
役に」



ビクター時報-15 

発行月日
：1981年 S56.3.16

発行NO.：287

面（頁）：1

タイトル
「拡大へ各部門がGO､
生販それぞれ責任果た
そう」

記事内容
「各工場部の生産体制
拡大状況（水戸､岩井､
伊勢崎､藤枝､八王子な
ど）」



タイトル 「みんなで「ポパイ（Popeye）」しよう、創造の風土づくりに」

記事内容「昭31全社改善提案ｺﾝｸｰﾙ以来26年の活動の歩み､新たなPopeye運動」
ビクター時報-16 発行月日：1982年 S57.3.1
発行NO.：307 面（頁）：4-5



ビクター時報-17 

発行月日
：1982年

S57.5.13

発行NO.：311

面（頁）：1

タイトル
「好業績におごら
ず新たな行動を、
56年度決算発表」

記事内容
「5/7､過去最高実
績（売上4943億円､
経常利益490億
円）､強い商品が貢
献」



ビクター
時報-18 

発行月日
：1984年

S59.10.1

発行NO.：
359

面
（頁）：8

タイトル
「一つの企
業の二つの
マーク、
VICTOR
（国内）
/JVC（海
外） 」

記事内容
「国内は犬
のマーク；
VICTOR､海
外はJVCで、
従来の
NIVICOを
外す、をア
ピール」



タイトル
「トップ人事を内定、

垣木専務が社長に」

記事内容
「4/22発表、宍道社長
は会長に、松野会長は
相談役に内定」

ビクター時報-19 
発行月日：1986年

S61.5.10

発行NO.：391  
面（頁）：1



ビクター時報-20
発行月日：1986年

S61.6.1
発行NO.：392
面（頁）：1

タイトル
「役員人事を内定、高野専務が副社長、金子取締役が常務など」

記事内容
「5/12､取締役会で高野専務が副社長他の役員人事内定、6/18正式決定」



タイトル
「ビクタービルが完成､
先端的なショールーム
28‘s GINZA 開く」

記事内容
「ビクターゆかりの地で
ある新橋にオープン､地
上9階地下1階で銀座の新
名所」

ビクター時報-21 

発行月日
：1988年

S63.11.16

発行NO.：442

面（頁）：1



タイトル
「トップ人事を内定、垣
木社長が会長､坊上副社
長が社長に」

記事内容
「 4/26発表､坊上副社長
（平2年就任）が次期社
長､高野副社長は監査役
に」

ビクター時報-22 

発行月日
：1990年

H2.5.10

発行NO.：473

面（頁）：1



ビクターニュース-23 
発行月日：1992年 H4.2.16
発行NO.：507 面（頁）：１

タイトル 「全社を変える大幅組織改革､大企業病の根を断ち活力ある体質へ」

記事内容 「昭42事業部制以来､25年ぶり機構改編、事業分野明確化と本社ｽﾘﾑ化」



ビクターニュース-24
発行月日：1993年 H5.4.20
発行NO.：531
面（頁）：1

タイトル
「ビクターエンタテインメントが発足（音産と日本AVCが4/1合併）」

記事内容
「制作､販売の一体化で環境変化に対応した総合ソフト会社としてスタート」



ビクターニュー
ス-25
発行月日

：1994年
H6.6.1

発行NO.：545
面（頁）：1

タイトル
「新経営体制決
まる、新社長に
守随武雄氏が内
定」

記事内容
「5/24発表、次
期社長に守随氏
（松下取締役）、
坊上社長は相談
役に」



タイトル 「V70社員参加ｲﾍﾞﾝﾄ､あなたはいくつ参加？全員でﾁｬﾚﾝｼﾞしましょう」
記事内容 「70周年事業の対外的行事の他､従業員･家族向け社員参加ｲﾍﾞﾝﾄを実施」

ビクターニュース-26 発行月日：1997年 
H9.7.15発行NO.：603 面（頁）：4-5



タイトル
「グローバルに拡がるJVCグループのホームページ」

記事内容
「ビクター、VE､海外現法各社のHP紹介､現状のアクセス数やリニューアルの概要」

ビクターニュース-27 
発行月日：1998年 H10.10.15
発行NO.：629
面（頁）：4-5



ビクター
ニュース-
28 
発行月日
：2000年
H12.3.25

発行NO.：
651

面（頁）
：１

タイトル
「目指

せ！ｽﾋﾟｰ
ﾄﾞ経営､
4月から
7つのｶﾝ
ﾊﾟﾆｰ発足
（国内4
､海外3
）」

記事内容
「 4.1

よりｶﾝﾊﾟ
ﾆｰ制導入
、組織と
狙い､本
社・ｶﾝﾊﾟ
ﾆｰの責任
・権限･
機能」



ビクターニュース-29 
発行月日：2001年

H13.2.15
発行NO.：664
面（頁）：２

タイトル
「麻倉怜士氏講演会 ビクターの強みは「人を感動させる力」」

記事内容
「1/29､21世紀のﾋﾞｸﾀｰの進路のﾃｰﾏで現状の課題と今後の方向性を示唆」



ビクター
ニュース-
30

発行月日
：2001年
H13.5.15

発NO.：
667

面（頁）
：1

タイトル
「新たな
経営体制
決まる、
次期社長
に寺田顧
問が内
定」

記事内容
「4/26
発表､次
期社長に
寺田顧問
（平12
就任）、
守随社長
は顧問
に」



【追加】
高柳先生・高野さん

NO. 西暦 年 月 日
発行
NO.

面(頁) タ イ ト ル

＜追加＞ 高柳先生関係

1 1973 大和 S48.2 226 ｸﾞﾗﾋﾞｱ 「良い商品は良い人間が作る」 中国電視工業考察団も感心

2 1980 S55. 8.10 274 7 高柳先生をたたえ旧浜松高工（現静岡大学工学部）跡に記念碑

3 1986 S61.11. 1 401 6 経営者、大学教授のみなさんに高柳先生が講演

4 1987 S62. 8.10 416 1 高柳健次郎先生がアラバマ大学特別名誉教授に

5 2003 H15. 1. 9 688 4 ﾃﾚﾋﾞ放送開始に挑んだ技術者たちの物語（NHK「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄX」収録）

6 2003 H15. 2.15 690 8 高柳ｲｽﾞﾑを見つめ直す絶好の機会！「燃える魂」序編の必読を

＜追加＞ 高野さん関係

1 1974 S49. 2.16 123 1 「価値あるﾋﾞﾃﾞｵに」業界初ﾋﾞﾃﾞｵ紙合同記者会見 （高野（ﾋﾞ事）長）

2 1979 S54.10.16 257 4-5 従来のｶﾗを超えた意識改革と構造改革、ﾋﾞﾃﾞｵに新たな目標を

3 1992 H 4. 1.25 506 2 高野常任監査役が死去、VHSの事業化に不滅の功績

4 1992 H 4. 3. 1 508 2 VHSの父に最後のお別れ、高野常任監査役社葬に1400人

5 1992 H 4. 3.16 509 2 故･高野常任監査役に従五位勲3等瑞宝章授与

6 2000 H12. 3.25 651 4 「プロジェクトX」放送日4/4、執念の逆転劇・VHSﾋﾞﾃﾞｵの誕生

7 2000 H12. 4.15 652 12 「プロジェクトX」大反響！速報 （社外/社内の視聴後感想）

8 2000 H12. 5.15 653 8 「プロジェクトX」大反響！続報（前号に続き）、ﾋﾞｸﾀｰﾌｧﾝになりました

9 2002 H14. 6.15 681 3 映画｢陽はまた昇る｣いよいよ6/15全国公開､感動の輪を拡げよう



タイトル 「「良い商品は良い人間が作る」中国電視工業考察団も感心」
記事内容 「昭47.11 中国ﾃﾚﾋﾞ工業視察団が岩井工場見学、高柳副社長も工程説明」

高柳先生-1 大和 発行月日：1973年 
S48.2発行NO.：226  面（頁）：ｸﾞﾗﾋﾞｱ

その1



その２



高柳先生-2 
発行月日
：1980年 S55.8.10
発行NO.：274
面（頁）：7

タイトル
「高柳先生をたたえ旧浜松高工（現静岡大学工学部）跡に記念碑」

記事内容
「7/7､当時研究室だった現西部公民館に先生の功績たたえ記念碑建立」



タイトル 「経営者、大学教授のみなさんに高柳先生が講演」

記事内容 「10/14､音研で実践経営学会75名に苦難の研究やﾁｬﾚﾝｼﾞ精神を講演」

高柳先生-3 
発行月日：1986年 S61.11.1
発行NO.：401  面（頁）：6



高柳先生-4 
発行月日
：1987年 S62.8.10
発行NO.：416
面（頁）：1

タイトル
「高柳健次郎先生がアラバマ大学特別名誉教授に」

記事内容
「久里浜高柳記念ﾎｰﾙでﾞ副学長より高柳先生に
称号額､記念ﾒﾀﾞﾙ授与」



タイトル
「ﾃﾚﾋﾞ放送開始に挑んだ技術者たちの物語（NHK「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄX」収録）」
記事内容
「宍道元社長他ｹﾞｽﾄ出演者で12月中旬、NHKでスタジオ収録､1/28放映」

高柳先生-5 
発行月日：2003年 H15.1.9
発行NO.：688   
面（頁）：4

同時掲載記事



タイトル
「高柳ｲｽﾞﾑを見つめ
直す絶好の機会！
「燃える魂」序編の
必読を」

記事内容
「75周年記念「燃え
る魂」序編高柳先生
紹介をPR､ｲﾝﾄﾗ社内
報にも掲載」

高柳先生-6 

発行月日
：2003年

H15.2.15

発行NO.：690

面（頁）：8



タイトル
「「価値あるﾋﾞﾃﾞｵに」業界初ﾋﾞﾃﾞｵ紙合同記者会見（高野（ﾋﾞ事）長）」
記事内容
「2/12､記者を前に「ﾋﾞﾃﾞｵの利用価値を拡げﾋﾞﾃﾞｵ産業確立に努力したい」」

高野さん-1
発行月日
：1974年 S49.2.16

発行NO.：123  面（頁）：1



タイトル 「従来のｶﾗを超えた意識改革と構造改革、ﾋﾞﾃﾞｵに新たな目標を」

記事内容 「高野（ﾋﾞ事）長はVHS3年目に新たな目標と80年代にかけるロマンを語る」

高野さん-2 
発行月日：1979年 S54.10.16
発行NO.：257    
面（頁）：4-5



タイトル
「高野常任監査役が死去、VHSの事業化に不滅の功績」

記事内容
「前副社長高野さんが東京都内の病院で死去、68才」

高野さん-3 
発行月日
：1992年 H4.１.25

発行NO.：5061
面（頁）：2



タイトル
「 VHSの
父に最後の
お別れ、高
野常任監査
役社葬に
1400人」

記事内容
「 2/18､
青山葬儀所
で高野さん
社葬、各界
から最後の
別れ」

高野さん-４
発行月日
：1992年
H4.3.1
発行NO.：
508
面（頁）：
2



タイトル
「故･高野常任
監査役に従五位
勲3等瑞宝章授
与」

記事内容
「3/4､科学技術
庁で伝達式が行
われ智恵子夫人
に授与 」

高野さん-5 
発行月日
：1992年
H4.3.16
発行NO.：509
面（頁）：2



タイトル
「「プロジェクトX」放送日4/4、執念の逆転劇・
VHSﾋﾞﾃﾞｵの誕生」

記事内容
「NHK-TV人気番組の第2回目放送は高野さん中心
のVHS開発の感動ﾄﾞﾗﾏ」

高野さん-6  
発行月日
：2000年 H12.3.25

発行NO.：651
面（頁）：4



タイトル
「「プロジェクトX」大反響！
速報 （社外/社内の視聴後感
想）」

記事内容
「4/4放送後、電話などで寄せ
られた社外/社外の感想や反響
の一部紹介」

高野さん-7  
発行月日
：2000年 H12.4.15

発行NO.：652
面（頁）：12

同時
掲載
記事



タイトル
「「プロジェクトX」大反響！続報（前号に続き）、ﾋﾞｸﾀｰﾌｧﾝになりました」

記事内容
「前号に続いて掲載、続々と寄せられた感想や反響の中から一部を紹介」

高野さん-8  
発行月日
：2000年 H12.5.15

発行NO.：653
面（頁）：8

同時
掲載
記事



NHK出版のHPより転載おまけ



タイトル
「「映画
｢陽はまた
昇る｣いよ
いよ6/15
全国公開､
感動の輪
を拡げよ
う」

記事内容
「故高野
元副社長
がモデル
のVHS開
発ｽﾄｰﾘｰ､
感動の試
写会風
景」

高野さん-9 
発行月日
：2002

年
H14.6.15

発行NO.：
681
面（頁）：
3



＜ 社内報アーカイブス・エポック関連 経営編 ＞ 

～ 編集後記 ～ 

 

このたび、社内報アーカイブスの資料提供及び記事編集を二人の共同作業でさ

せていただき、長い歴史の中の一部ではありますが、改めて日本ビクターの輝か

しい足跡をしっかり振り返ることが出来ました。 

特に、人間性溢れる優れた経営者の方々の言動、世界に先駆けて新たな技術開

発に日夜努力された社員の皆さんの姿、さらには大和一致を実践した素晴らしい

人間集団の行動の数々など、そのすべてに新たな感動を覚えました。こうした誇

るべき歴史と伝統ある日本ビクターが何故世の中から消えてしまったのかと思う

と、本当に残念であり悔しい思いでいっぱいです。 

 

7月から 3回に分けて社内資料報アーカイブスをとりまとめてきました。振り

返ってみると・・ 

 第 1回（7月）高柳健次郎先生：31記事 

 第 2回（8月）新技術開発・新規商品：55記事 

 第 3回（9月）経営編：30記事、高柳先生・高野さん追加分：15記事 

と、合計 131件の記事を収めることができました。 

経験された方はおわかりでしょうが、印刷物から目的の範囲を傾かないように

スキャンし、画像切取、合成、編集という作業は、結構時間を要し精神の集中と

神経を使う・・肩の凝る作業が続きます。しかしながら、日本ビクター社史の後

半 40数年にわたる歩みを俯瞰するような楽しみを味わいつつ、かつ当時を思い

起こしつつ、この作業に取り組むことができたことも事実です。願わくは昭和

20年代～46年頃にかけてのビクター苦闘時代、再興時代の社内報に接する事が

できたら・・との想いも強く持ちました。 

 

閑話休題、この「イ」の字ＨＰに寄せられた数々の貴重な資料は、単に高柳先

生の偉大な功績や教えに関するものにとどまらず、日本ビクターの歴史を語る大

切な記録として後世に残すべき遺産でもあると思います。 

 

最後に大変おこがましいですが、このＨＰで私達ＯＢが昔を懐かしむだけでな

く、現代を生き抜く後輩そして子や孫へもしっかり伝承して頂けたらと願ってい

ます。 

 

                     2015年（H27）9月  西郷 治男 

                               清水 邦昭 



付録 ～ 写真やカタログ ～
・ビクターミュージックショウ ：S41年

・懐かしい銀座のネオンサイン ：S47年

・岩井工場カラーテレビ事業部 ：S41年～

・カラーテレビ C-5018 広告 ：S47年

・カラーテレビ新聞広告 ：S48年

・ラテカセ77 ：S52年

・カラカセ CX-50               ：S55年

・W-VHSハイビジョンシステム ：H6年

・水戸工場の会社案内 : H4年

・ビデオテープ新商品マニュアル
（商談用） ：H5年



ビクターミュージックショウ
グランドパレード
（昭和41年6月）

於 東京伊勢丹ホール

会場前の行列
（伊勢丹ホールの
サインボードあり）

フランク永井
三浦洸一

ニッパー



中尾ミエ田辺靖雄 青江三奈

場内は立ち見も ？ ？ ？



リクルート用会社案内より： 1972年（昭和47年） 当時のもの

（表紙） 懐かしい銀座のネオンサイン



岩井工場 カラーテレビ事業部
第一期工事完成 本格操業開始
：1963年（昭和41年）8月

◆ 来年（2016年）は
操業開始 50周年！

すべては
ここから
始まった！



岩井工場 初荷式
：1964年
（昭和42年）

1月4月

式
次
第

一
、
開
式

一
、
挨
拶

高
柳
専
務
取
締
役

一
、
宣
誓

営
業
部
長

一
、
乾
杯

一
、
ビ
ク
タ
ー
万
才

一
、
閉
式

昭
和
四
十
二
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

生
産
性
倍
増
の
年

ひ
と
り
一
人
の
働
き
倍
増

高柳専務

初荷テレビを満載した、トラック車列



岩井工場 カラーテレビ事業部
ZD成果発表会 昭和42年3月17日（1964年）
※ZD運動（zero defects movement）
無欠点運動。従業員一人一人の自発性・熱意を喚起させ、
創意工夫により仕事の欠陥をなくし、コストの低減、製
品・サービスの向上を目的とする運動。

カラーテレビで明日の繁栄を勝ち取ろう！
ビクターハイファイカラーテレビ
大躍進運動実施中！
昭和42年3月21日～42年9月20日

拡大



北野専務 岩井工場視察
昭和42年7月（1964年）

QC会議
暑い中、窓を開け、扇風機
で涼をとりながら、熱心な
やりとり！



カラーテレビ C-5018 1972年（昭和47年）発売 ：当時の株主用広報誌裏面
※従来より明るさ２倍で自然な色を再現する「純白回路」を搭載した
高輝度純白カラーテレビ

※色がきれいなことは勿論、テレビ事業部一体となって開発したV３シャーシで
サービス性の良さは ビクターサービス でも好評だった。



ビクター時報 1973年
（S48.12.1）に掲載
された広告

名機 Ｃ-5018 の後継機
13枚基板標準化シャーシ（V3シャーシ）
18 型カラーＴＶ
EEオート回路

拡大

EEオートとは：
（１）部屋の明るさを検知するCdS光センサをカラーテレビに内蔵し，コントラストや色の濃淡を

視覚特性に合わせて自動調整する新回路。
（２）省エネ化・夜間など暗い部屋では，ブラウン管のコントラストを下げるので消費電力の低減

につながる。省エネ化の先鞭となった。
※産業技術史資料データベース（国立科学博物館）より抜粋

EEオートは町田さんが開発され、昭和
35年に白黒テレビに搭載されました。
初期のカラーテレビには搭載されてい
ませんでしたが、この頃からカラーテ
レビに標準装備され、キャッチコピー
として使われました。

◆ ビクトロンTVとは？
この頃、ビクターが開発した電子オル
ガン「ビクトロン」がヒットしていた
ので、そのネーミングを利用したよう
です。（ネーミングはテレビ技術では
なく、テレビ営業が考案、名付けてい
ました）



ビクター時報-13「がんばれ ヨコヨコ（松野社長提唱「ヨコヨコ運動」の事例紹介）」に書かれている、
白黒テレビ事業部商品「ラテカセ77」のカタログ ：昭和52年（1977年）発売

※「ラテカセ」の名称は「ラジオ・テレビ・カセット」の合成語で日本ビクターが命名した名称



「カラカセ」カラーテレビ・ラジオ・カセッター
音声多重内蔵ステレオカラカセ CX-50

：1980年（昭和55年）発売 ¥110,000-

5型55度偏向インライン・ドット管（横9.8cm 高7.3cm）
本体重量4700g 消費電力AC28W／DC15W
４電源方式：AC／充電池／カー電源／乾電池(単一10個)



W-VHS（HR-W1）カタログ HR-W1：62万円 1994年（平成6年）発売
MUSE方式アナログハイビジョンをそのまま録画できる新規格、W-VHS 方式のフラッグシップモデル



W-VHS（HR-W1）カタログ （後半） ハイビジョンTV（HV-32Z3：85万円）とW-VHSテープ（W-T120HA 120分テープ：4,900円）
※ 水戸ではW-VHSテープの商品企画からデッキ同梱用デモテープ「グレート・アメリカ」の外装梱包までも担当。



その１ 水戸工場の会社案内 ；当時は磁気製品事業本部 ：平成4年（1992年）作成 ※ VHS拡大と共にテープも大増産、ビクターで初の連続操業を開始、レンタルビデオ時代でダビング部門も好調。



その２



その1 ビデオテープ新商品マニュアル（商談用）：平成5年作成（1993年）



その２
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